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■ド ア位置調整方法 ド ア呼 称 品 番 適用ド ア寸法1 ト ッ プピボッ ト （ 上枠側） 質 量1 ト ッ プピボッ ト （ 上枠側） 次の順序で調整してく ださい。 スト ッ プ付 スト ッ プなし 巾×高さ mm以下 kg以下

170 D-21 21 800×1 ,800 701 ． ド ア閉鎖位置の調整〔 召合せ調整〕
8 26 1282 ト ッ プピボッ ト （ ド ア上部）

③④幅方向調整ネジをゆるめておき、 ①②閉鎖位置調整ネ D-22 22 950×2 ,100 110
ジで調整し 、 締付けてく ださ い。 調整は下記の要領で行な

ってく ださい。

37 139

PL176 25％A の場合 U-Ⅰ型ト ッ プピボッ ト

正常な位置 4 -M5×164 -M5×16 皿小ネジ
皿小ネジφ1818 120

②のネジをゆるめ、 ①のネジを締付ける。 t4 .5 裏板（ 別途）φ18

φ10穴
B の場合 3 -M5×16 皿小ネジ

φ12 .5

φ25正常な位置

3 -M5×16 皿小ネジ 45 30 25 2518①のネジをゆるめ、 ②のネジを締付ける。 t4 .5 裏板（ 別途） 4 135

U-Ⅰ型ト ッ プピボッ ト が必要な場合には、
品番の後にUを付けて下さい。 （ 例： D-22U）

3 アーム 2 ． ド アと 堅枠の隙間調整̶̶ ド ア巾方向調整
（ ド ア下部）

③④幅方向調整ネジで下記の通り 行なっ てく ださ い。
16 30 48 48

2 ト ッ プピボッ ト （ ド ア上部）
151

3 D.W

4 -M6×30 皿小ネジ
60

4 フ ロアヒ ンジ 24
正常な位置 正常な位置 t4 .5 補強板（ 別途） 高さ 調整板部品ナシ本体（ 床側）

t1･t2

③のネジをゆるめ、 ④のネジをゆるめ、

④のネジを締付ける。 ③のネジを締付ける。
F.L

PL1 .5
52 . 6

3 ． 上記1 .2 .で調整後、各ネジをし っかり と 締付けてく ださ い。
281

125■閉扉速度調整方法 3 アーム（ ド ア下部）
調整弁を左右に廻して調整します。

①ド ア閉鎖位置調整ネジ 閉扉速度調整弁

速く なる 遅く なる

24
高さ 調整板

t1･t2③ド ア巾方向調整ネジ

22 32 .5 25 40 40

170

④ド ア巾方向調整ネジ ②ド ア閉鎖位置調整ネジ

63

※ステンレス製セメ ント ケースも 製作可能です。 PL298
お問い合せ下さい。

30％ 4 フ ロアヒ ンジ部品ナシ本体（ 床側）

kawamura
テキスト ボックス
2018年１月出荷分より
セメントケースの一部寸法変更致しました。（赤文字）





